






























































































































































































































































































があった。そのため、例年のスケジュールを 1 ヶ月程前倒しし、6 月から各科目の担当教員や活動先
団体と開講に向けた打合せを複数回増やして行うこととなった。そこでは、科目担当者や活動先団体













































































（２）「落語の授業」（2020年 12月 18日） 
「RSL-コミュニティ（池袋）」のインタビュイーである三遊亭圓窓氏のご提案により、対面で池袋地
域の創作落語を披露していただく機会を設けた。高座と客席の間は飛沫防止用のビニールシートで仕
切り、手指消毒やソーシャルディスタンスに配慮する等、新型コロナウイルス感染対策を講じて対面
で実施した（希望者のみの任意参加とし、後日当日の様子を録画したものを履修者全員に共有）。 
 
５．まとめ ―ウィズコロナ・ポストコロナ時代におけるSL科目運営の可能性と課題― 
前提としていえるのは、学外活動をオンライン・オンデマンドで代替する際には、対面での活動と
オンライン・オンデマンドの活動とはあらゆる意味で「別物」の教育プログラムとして捉える必要が
あるということである。例えば「RSL-ローカル（南魚沼）」の授業のなかでは、科目担当者が栃窪集落
からオンライン中継を行ったが、画面越しの切り取られた光景のなかで雪を見るのと、実際にフィー
ルドに身を置いて雪の冷たさや重さを体感するのとでは、得られる気づきや学びは当然のことながら
全く異なるだろう。オンラインで実践系の授業を代替することについて、実践系3科目の担当教員や
授業協力者（学外活動先団体等）からは、ほぼ共通して次のような課題と教育プログラムを提供する
側の自覚の必要性についての意見があった。 
①オンライン授業では、通常時以上に「見えているものが全て」であるため、画面上で何を見せる
かによって、学生の最終的な学びの着地点が変わってくるのではないか。 
②オンライン授業では、通常時以上に限定された条件下（時間的・空間的に「あそび」のない状況）
での「学び」となるため、「serendipity」をはじめ、自由な疑問を持つ・出会う機会がなくなる
可能性が高い。 
③オンライン授業では、学生は限定的な視覚から間接的に体験することになる。そのため学生の「わ
かった感」（表面的な学びに留まること）を助長してしまう可能性がある。 
 運営面でも、対面では了解を得ていた地域住民や授業協力者がオンライン配信されることに抵抗感
を示すこと、視覚が限られるからこそLIVE配信のリハーサルをする必要があるなど、授業を実施する
側は対面授業とは異なるオンライン授業ならではの準備や工夫が必要となる。また、オンライン授業
では、学生はPCに向き合う時間が自然と長くなる。このことについて、学生からは身体的な疲労感を
訴える声も一定数聞かれた。 
 一方で、オンラインの方が自分の意見が言いやすい、移動時間がないため参加しやすいといった学
生の声もRSL科目に限らず複数あった。また科目担当者からも、「結果として、教員も学生も『オンラ
イン授業ならでは、オンライン授業だからこそ』の気づきや学びがあったと思う」、「オンラインの特
性を活かし、場所に限定されない教育プログラムを実施できる」といった意見もあったことから、オ
ンラインでの実践系科目の展開が「不可」ということではなく、その特性を生かした形での新しいSL
の教育プログラムの開発・研究の可能性があることが確認された。 
 対面、オンラインといった実施形態に関わらず、どのようにしたらその授業の趣旨や目的が果たせ
るのか、安全性含め運営面で問題がないかといった、開講に向けたチェックポイントを明確にしつつ、
科目担当者や授業協力者や地域住民、そして学生と合意形成を図りながら、大学の方針に基づき総合
的に判断することがコロナ下におけるSL実施部局の重要な役割である。教職協働にとどまらず、プロ
グラムを構成する全ての関係者との協働をとおして新しい「学び」のかたちをつくっていくことが、
ウィズコロナ・ポストコロナの時代におけるSLを展開していくうえでは必要であるといえる。 
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